
議 第 ５ ２ 号  

 

財 産 の 無 償 貸 付 け に つ い て （ 土 地 ）  

 

 下 記 財 産 を 無 償 貸 付 す る も の と す る 。  

  令 和 ６ 年 （ ２ ０ ２ ４ 年 ） ３ 月 ２ １ 日 提 出  

 

柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩     

 

 

 

記  

１  財 産 名  

所 在 地  面 積  備 考  

柏 崎 市 北 園 町 字 大 西 ４ ０ ０ 番 １  6 , 8 8 8 . 7 3 ㎡  温 泉 セ ン タ

ー 用 地  

 

２  契 約 の 相 手 方  

  新 潟 県 柏 崎 市 東 本 町 三 丁 目 １ 番 ３ ７ 号  

  柏 崎 交 通 株 式 会 社  

  代 表 取 締 役 社 長  魚 野   智  
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位 置 図 

参考資料 

貸付財産の所在地 
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契 約 書 （ 案 ）  

 

柏 崎 市（ 以 下「 貸 付 人 」と い う 。）と 柏 崎 交 通 株 式 会 社（ 以 下「 借 受 人 」

と い う 。） と は 、 次 の 条 項 に よ り 市 有 財 産 の 使 用 貸 借 契 約 を 締 結 す る 。  

 

（ 信 義 誠 実 の 義 務 ）  

第 １ 条  貸 付 人 及 び 借 受 人 は 、 信 義 を 重 ん じ 、 誠 実 に こ の 契 約 を 履 行 し

な け れ ば な ら な い 。  

２  借 受 人 は 、 貸 付 物 件 が 市 有 財 産 で あ る こ と を 常 に 考 慮 し 、 適 正 に 使

用 す る よ う に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 貸 付 物 件 ）  

第 ２ 条  貸 付 物 件 は 、 次 の と お り と す る 。  

 所 在 地     柏 崎 市 北 園 町 字 大 西 ４ ０ ０ 番 １  

 名 称      旧 潮 風 温 泉 貸 付 地  

 種 類 及 び 数 量  建 物 敷 地 及 び こ れ に 類 す る も の  ６ ,８ ８ ８ ． ７ ３ ㎡  

 （ 使 用 目 的 ）  

第 ３ 条  借 受 人 は 、 貸 付 物 件 を 次 の と お り 使 用 し 、 こ の 目 的 以 外 に 使 用

し て は な ら な い 。  

 目 的  旧 潮 風 温 泉 用 地  

 （ 貸 付 期 間 ）  

第 ４ 条  貸 付 期 間 は 、 令 和 ６ （ ２ ０ ２ ４ ） 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ６ （ ２ ０

２ ４ ） 年 ５ 月 ３ １ 日 ま で と す る 。  

 （ 貸 付 料 ）  

第 ５ 条  貸 付 料 は 、 無 償 と す る 。  

 （ 使 用 上 の 条 件 ）  

第 ６ 条  借 受 人 は 、貸 付 物 件 に つ い て 原 状 を 変 更（ 軽 微 な 変 更 は 、除 く 。）

し よ う と す る と き は 、 事 前 に 貸 付 人 に 対 し て 変 更 を し よ う と す る 理 由

及 び 計 画 を 記 載 し た 書 面 を 提 出 し 、 貸 付 人 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら

な い 。  

 （ 転 貸 ・ 譲 渡 の 制 限 ）  

第 ７ 条  借 受 人 は 、貸 付 人 の 承 認 を 得 な い で 貸 付 物 件 を 第 三 者 に 転 貸 し 、

又 は 貸 付 物 件 の 使 用 賃 借 権 を 第 三 者 に 譲 渡 し て は な ら な い 。  

 （ 物 件 保 全 義 務 ）  

第 ８ 条  借 受 人 は 、 善 良 な 管 理 者 と し て 注 意 義 務 を も っ て 貸 付 物 件 の 維
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持 保 全 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  借 受 人 は 、 貸 付 物 件 が 天 災 そ の 他 の 事 由 に よ っ て 損 壊 し 、 第 三 者 に

損 害 を 与 え た 場 合 に は 、 そ の 賠 償 の 責 め を 負 う も の と す る 。  

 （ 維 持 及 び 修 繕 費 用 の 負 担 ）  

第 ９ 条  貸 付 物 件 の 維 持 及 び 修 繕 に 要 す る 費 用 は 、借 受 人 の 負 担 と す る 。 

２  借 受 人 が 貸 付 物 件 の 維 持 及 び 修 繕 に 要 す る 費 用 を 負 担 し た 場 合 で あ

っ て も 、 貸 付 物 件 は 貸 付 人 に 帰 属 す る も の と す る 。  

 （ 契 約 不 適 合 責 任 ）  

第 １ ０ 条  借 受 人 は 、 こ の 契 約 を 締 結 し た 後 、 貸 付 物 件 に 数 量 の 不 足 そ

の 他 契 約 の 内 容 に 適 合 し な い も の を 発 見 し て も 、 損 害 賠 償 の 請 求 を す

る こ と が で き な い も の と す る 。  

（ 貸 付 物 件 の 一 部 滅 失 ）  

第 １ １ 条  借 受 人 は 、 貸 付 物 件 に 損 害 が 生 じ た と き は 、 速 や か に 貸 付 人

に そ の 損 害 の 状 況 を 書 面 で 報 告 し 、 貸 付 人 の 指 示 を 受 け な け れ ば な ら

な い 。  

（ 住 所 等 の 変 更 の 届 出 ）  

第 １ ２ 条  借 受 人 は 、 そ の 名 称 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 、 代 表 者 の 氏 名

を 変 更 し た と き は 、直 ち に そ の 旨 を 貸 付 人 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 

 （ 相 続 、 法 人 の 合 併 に お け る 届 出 等 ）  

第 １ ３ 条  借 受 人 が 合 併 し た と き は 、 合 併 後 存 続 す る 法 人 又 は 合 併 に よ

り 設 立 さ れ た 法 人 （ 以 下 「 合 併 存 続 法 人 等 」 と い う 。） は 、 直 ち に そ の

旨 を 貸 付 人 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

２  合 併 存 続 法 人 等 が 貸 付 物 件 を 引 き 続 い て 使 用 貸 借 し よ う と す る と き

は 、 合 併 存 続 法 人 等 は 改 め て 借 受 け の 申 込 み を し な け れ ば な ら な い 。

な お 、合 併 存 続 法 人 等 が 貸 付 物 件 を 引 き 続 い て 使 用 貸 借 し な い と き は 、

合 併 存 続 法 人 等 は 第 １ ６ 条 の 規 定 に よ り 貸 付 物 件 を 返 還 す る も の と す

る 。  

 （ 違 約 金 ）  

第 １ ４ 条  借 受 人 は 、 第 ３ 条 、 第 ６ 条 、 第 ７ 条 又 は 第 ８ 条 に 定 め る 義 務

に 違 反 し た 場 合 に は 、 第 ５ 条 に 規 定 す る 無 償 と な っ て い る 貸 付 料 の 本

来 の 貸 付 料 （ 以 下 「 減 額 前 の 貸 付 料 」 と い う 。） の ３ ０ パ ー セ ン ト に 相

当 す る 額 を 違 約 金 と し て 貸 付 人 に 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 違 約 金 は 、 第 １ ７ 条 に 定 め る 損 害 賠 償 額 の 予 定 又 は そ の 一 部

と 解 し て は な ら な い 。  
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（ 契 約 の 解 除 ）  

第 １ ５ 条  貸 付 人 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 こ の 契 約

を 解 除 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 貸 付 人 は 解 除 す る 日 の

７ 日 前 ま で に そ の 旨 を 借 受 人 に 通 知 す る も の と す る 。  

⑴  貸 付 人 に お い て 貸 付 物 件 を 公 用 又 は 公 共 用 に 供 す る た め 必 要 が 生

じ た と き 。  

⑵  貸 付 人 に お い て 第 三 者 に 譲 渡 す る 等 の 事 由 に よ り 必 要 が 生 じ た と

き 。  

⑶  公 の 秩 序 を 乱 し 、 公 衆 に 不 快 の 感 を 与 え 、 又 は 迷 惑 を 及 ぼ す お そ

れ が あ る と き 。  

⑷  借 受 人 が 次 の い ず れ か に 該 当 し た こ と が 判 明 し た と き 。  

  ア  役 員 等 （ 借 受 人 が 個 人 で あ る 場 合 に は そ の 者 を 、 借 受 人 が 法 人

で あ る 場 合 に は そ の 役 員 又 は そ の 支 店 若 し く は 常 時 、 契 約 を 締 結

す る 事 務 所 の 代 表 者 を い う 。以 下 同 じ 。）が 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な

行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ７ ７ 号 ） 第 ２ 条 第 ６

号 に 規 定 す る 暴 力 団 員 （ 以 下 「 暴 力 団 員 」 と い う 。） で あ る と 認 め

ら れ る と き 。  

  イ  暴 力 団 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 第 ２

条 第 ２ 号 に 規 定 す る 暴 力 団 を い う 。以 下 同 じ 。）又 は 暴 力 団 員 が 経

営 に 実 質 的 に 関 与 し て い る と 認 め ら れ る と き 。  

  ウ  役 員 等 が 自 己 、 自 社 若 し く は 第 三 者 の 不 正 の 利 益 を 図 る 目 的 又

は 第 三 者 に 損 害 を 加 え る 目 的 を も っ て 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 を 利

用 す る な ど し た と 認 め ら れ る と き 。  

  エ  役 員 等 が 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 に 対 し て 資 金 等 を 供 給 し 、 又 は

便 宜 を 供 与 す る な ど 直 接 的 あ る い は 積 極 的 に 暴 力 団 の 維 持 、 運 営

に 協 力 し 、 若 し く は 関 与 し て い る と 認 め ら れ る と き 。  

  オ  役 員 等 が 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 と 社 会 的 に 非 難 さ れ る べ き 関 係 を

有 し て い る と 認 め ら れ る と き 。  

⑸  そ の 他 借 受 人 が こ の 契 約 に 違 反 し 、 貸 付 人 が 相 当 期 間 を 定 め て 催

告 し た に も か か わ ら ず 、 そ の 違 反 を 是 正 し な い と き 。  

⑹  そ の 他 管 理 上 貸 付 人 が 特 に 必 要 と 認 め た と き 。  

２  前 項 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 に よ り 契 約 を 解 除 す る と き は 、 前

項 の 規 定 に か か わ ら ず 貸 付 人 は 借 受 人 に 何 ら 催 告 を し な い で 契 約 を 解

除 す る こ と が で き る 。  
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３  第 １ 項 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 に よ り 契 約 を 解 除 し た 場 合 に お

い て 、 借 受 人 が 損 失 を 受 け る こ と が あ っ て も 、 貸 付 人 は そ の 損 失 を 補

償 し な い も の と す る 。  

４  貸 付 人 は 、 第 １ 項 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で の 規 定 に よ り 契 約 を 解 除 し

た 場 合 に お い て 、 借 受 人 に 対 し て 、 貸 し 付 け た 日 か ら 解 除 の 日 ま で の

期 間 に つ い て は 、 減 額 前 の 貸 付 料 、 解 除 の 日 の 翌 日 か ら 貸 付 物 件 の 返

還 を 受 け る 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 減 額 前 の 貸 付 料 の ２ 倍 に 相 当 す

る 額 以 下 の 金 銭 を 請 求 す る こ と が で き る 。  

５  借 受 人 は 、 貸 付 物 件 が 不 用 に な っ た と き は 、 こ の 契 約 を 解 除 す る こ

と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 借 受 人 は 解 除 す る 日 の ７ 日 前 ま で に

そ の 旨 を 貸 付 人 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 貸 付 物 件 の 返 還 ）  

第 １ ６ 条  借 受 人 は 、 第 ４ 条 に 定 め る 貸 付 期 間 が 満 了 し た と き 、 又 は 前

条 の 規 定 に よ り 契 約 が 解 除 さ れ た と き は 、 借 受 人 の 責 任 と 負 担 に よ り

貸 付 物 件 を 原 状 に 回 復 し て 、 貸 付 人 の 指 定 す る 日 ま で に 返 還 し な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 貸 付 人 が そ の 必 要 が な い と 認 め る と き は 、 こ の

限 り で な い 。  

２  借 受 人 は 、 前 項 の 貸 付 物 件 を 返 還 す る と き は 、 解 体 に よ り 生 じ る 廃

棄 物 等 を 他 の 公 衆 に 迷 惑 を 及 ぼ さ な い よ う 処 分 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 損 害 賠 償 ）  

第 １ ７ 条  借 受 人 は 、 こ の 契 約 に 定 め る 義 務 を 履 行 し な い た め 貸 付 人 に

損 害 を 与 え た と き は 、 そ の 損 害 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 有 益 費 等 の 請 求 権 の 放 棄 ）  

第 １ ８ 条  借 受 人 は 、 第 ４ 条 に 定 め る 貸 付 期 間 が 満 了 し 、 契 約 を 更 新 し

な い 場 合 又 は 第 １ ５ 条 の 規 定 に よ り 契 約 を 解 除 さ れ た 場 合 に お い て 、

貸 付 物 件 を 返 還 す る と き は 、 借 受 人 が 支 出 し た 必 要 経 費 及 び 有 益 費 等

に つ い て は 、 そ の 支 出 に 関 し 貸 付 人 の 承 認 を 受 け る 際 貸 付 人 借 受 人 が

協 議 し て 定 め た 場 合 を 除 き 、 貸 付 人 に 対 し そ の 償 還 等 を 請 求 す る こ と

が で き な い 。  

（ 契 約 の 費 用 ）  

第 １ ９ 条  こ の 契 約 の 締 結 に 関 し て 必 要 な 一 切 の 費 用 に つ い て は 、 全 て

借 受 人 の 負 担 と す る 。  

 （ 契 約 の 更 新 ）  

第 ２ ０ 条  借 受 人 は 、 貸 付 期 間 の 満 了 後 引 き 続 い て 貸 付 物 件 を 使 用 貸 借
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し よ う と す る と き は 、 貸 付 期 間 満 了 の 日 の ７ 日 前 ま で に 貸 付 人 に そ の

旨 を 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 （ 専 属 的 合 意 管 轄 ）  

第 ２ １ 条  こ の 契 約 か ら 生 ず る 一 切 の 法 律 関 係 に 基 づ く 訴 え に つ い て は 、

新 潟 地 方 裁 判 所 長 岡 支 部 を も っ て 管 轄 裁 判 所 と す る 。  

 （ 疑 義 の 決 定 ）  

第 ２ ２ 条  こ の 契 約 に 関 し 疑 義 が 生 じ た と き 、 又 は こ の 契 約 に 定 め の な

い 事 項 に つ い て は 、 貸 付 人 借 受 人 協 議 の 上 、 決 定 す る も の と す る 。  

 

  令 和  年 （     年 ）  月  日  

 

 

貸 付 人  住 所  新 潟 県 柏 崎 市 日 石 町 ２ 番 １ 号      

氏 名  柏 崎 市 長  櫻  井  雅  浩       

 

 

借 受 人  住 所  新 潟 県 柏 崎 市 東 本 町 三 丁 目 １ 番 ３ ７ 号  

氏 名  柏 崎 交 通 株 式 会 社           

代 表 取 締 役 社 長  魚  野    智    
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